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  表２ アートセラピーを行うようになったきっかけ 
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 次に、さらに、自己評価の結果を対外的にどのように活用できるのか、それをど
う公開できるのかを検討し、提示しなければなりません。公開していただくにあた
っては作成者側の準備も必要です。これら点についてはまだ議論の途中です。 
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